
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
◆会長あいさつ◆  大野 順道 会長 

   

皆さん こんにちは。

９月は新世代のための月

間です。本日は、冨田健

三郎新世代奉仕委員会の

ご紹介により、白河ロー

タリークラブ 新世代奉

仕委員会委員長 阿部治郎様にお越し頂きました。

後ほどスピーチを宜しくお願い致します。 

大橋パストガバナーは、９月１４日に国際ロータ

リー第２５６０地区第７分区ＩＭの講師として新潟

へ、また１０月２６～２７日、福島市では田中善六

パストガバナー以来のＲＩ会長代理に就任され、国

際ロータリー第２６４０地区の地区大会のために大

阪へ行かれます。 

当クラブの一員と致しましても大変名誉なことであ

ります。どうぞお身体に留意されまして、ロータリ 

ーを実践されますことを願っております。 

昔、ある坊さんのところに、何か話を聞かせてくれ。

早く聞かせてくれと来た男に、「まあ、そう言わずに

お茶でも飲みなさい。」と言って、茶碗にお茶を注ぎ、

溢れるまで注いだお話があります。「何をするんです

か。」と、男が聞くと「あなたの頭の中はもう一杯で、

私の話が入る余裕がないようだ。」というのです。す

でにたくさんの事が頭に詰まっていて、新しいこと

を受け入れる事ができない状態だったのでしょう。

先月２８日、例会後、福島成蹊高等学校でインター

アクトの例会でお話する機会がありました。学生さ

んは、「この人は何を話すのだろう。」と、興味津々

で、まるで吸い取り紙のように、何かを吸収したい

という目でこちらを見ていました。たくさんの事を

心に留めてくれたと思っています。   

◆ロータリー財団地区補助金◆  
宍戸 英男委員長 

 2014-2015 年度ロータリ

ー財団地区補助金・グロー

バル補助金奨学生募集のご

案内 

●第 2530 地区奨学生（地区

補助金の奨学金） 海外の

大学または大学院で、1 年

間学ぶための奨学金（研究分野・留学先を問わない） 

    米貨 20,000 ドルを支給。 

  ・ 募集人員  若干名 

●ロータリー奨学生（グローバル補助金の奨学金） 

 
平成 25 年 9月 4日（水）サンパレス福島 

■会員/71 名 ■出席/46 名 ■出席率/64.79％ ■メークアップ/25 名 ■修正/71 名 ■修正率/100.00％
第 9 回例会 

 本日のプログラム 
１  開会点鐘 

２ 来訪者紹介と会長挨拶 

 

３  ロータリー財団地区補助金・グローバ 

ル補助金奨学生募集について  

 

４ ツビガン小学校より楽器の寄贈御礼と 

  感謝の報告 

５ ロータリーの友読みどころ 

６ ９月誕生祝い 

７ ゲストスピーチ 

８  閉会点鐘 

  

今日の一面記事  
結婚していない男女間の子（婚外子）の遺産相続分を、

結婚した夫婦の子の半分とした民法の規定が「法の下の平

等」を保障した憲法に違反するかどうかが争われた裁判で、

最高裁大法廷は４日、規定を合憲とした１９９５年の判例

を見直し、「違憲」とする決定を出した。 
（9月 4 日読売新聞）

■会長 ： 大野順道   ■幹事 ： 金子親房 
■会報委員長 ： 丹治洋子   ■副委員長 ： 佐藤朋也 
■委員 ： 宍戸清和 菅野良二 吉田仁一 渡辺勇 
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    tel．024-546-3793  fax．024-545-7878 

例会場／サンパレス福島 〒960-8101 福島市上町 4-30 

    tel．024-523-3811(代)  fax．024-523-0375 

HP アドレス http://www.inaka.ne.jp/f-southrotary/index.html 

超我の奉仕 

基本方針：ロータリーを実践しみんなに豊かな人生を 

会員の広場    
大野、金子年度も 2 ヶ月を過ぎ、季節は猛暑から涼しい

秋へとうつり一段落し、お２人とも順調な運営で一息つか

れる頃かと思います。これから地区大会、他まだまだたく

さんの行事がありますが、お身体に留意され頑張って欲し

いと思います。 

 

 

  ・海外の大学院で、学ぶための奨学金     

米貨 30,000 ドルを支給。 

   ・ 募集人員  若干名 

●資格条件と応募条件 

 ・ 資格条件 

①ロータリアン、ロータリー職員、その直系

卑属、尊属でないこと。 

   ②第 2530 地区内に、本籍、居住地、通学先、

または、勤務地のいずれかがある 

          こと。 

   ③留学先の言語に堪能なこと。 

   ④海外の大学、大学院に合格していること。

（申請時までに合格すること） 

   ⑤優秀な学業成績をもつとともに、親善使節

としての素質を持っていること。 

   ⑥留学先の言語に熟達し、講義を理解し、報

告書を作成することが出来ること。 

   ⑦日本国籍を有すること。 

 ・ 応募条件 

   ①第 2530 地区にあるロータリー・クラブの推

薦を得ること。 

   ②選考試験合格内定後、地区の主催するオリ

エンテーションに出席すること。 

   ③留学前、留学中、帰国後を通じて、推薦ク

ラブ、及び第 2530 地区との連絡を 

          維持すること。 

●応募要項 

 ・ 受付期間  平成 25 年 8 月 1 日～平成 25 年 9

月 30 日 

 ・ 派遣期間  平成 26 年 8 月以降 

人物及び学業成績も優秀で、奨学生として適当と認

められる学生の推薦をお願いします。 

◆ロータリーの友読みどころ◆ 
クラブ広報・雑誌委員会 伊藤 紘一会員 

 
横書き 
p.1 RI 会長メッ

セージ 
p.5 未来の扉を

開く 
p.6 新世代を見守る 
p.46 よねやまだより 
縦書き 
p.2 変革の時代をどう生きるか 
◆ツビガン小学校より御礼◆ 

菅野 良二会員 
このたび、福島南ロー

タリークラブ（県北第

一・2530 国際ロータリー

クラブ）会長の紺野仁昭

様より、50 台の鍵盤ハー

モニカと 3 本のフルート

と新しい管楽器をご寄贈いただきましたことに対し

まして、私どもツビガン小学校一同は、心より深く

感謝申し上げます。私ども

の児童全員、ご寄贈いただ

いた楽器が演奏できること

に対しまして、大変に喜び、

また興奮しております。 

皆様から頂いた楽器に他

の楽器も加え、私どもの学

校の鼓笛隊が演奏できることになりました。鼓笛隊

のメンバーは全員、大変に喜んでおり、またレナル

ド氏の指導のもとで練習した演奏をご披露したいと

思っております。 

私どもは、皆様方に再び学校をご訪問いただき、ま

た子どもたちが演奏する様子をご覧いただけますよ

う願っております。 

心より深く感謝を申し上げます。 

ジェシカ・Ｂ・ピナレス（学校長） 

 

◆9 月誕生祝い◆ 
一條 浩孝副委員長 

9月は4名の方がお誕生日を

お迎えになりました。 

おめでとうございました。 

佐藤雅弘会員（S.22.9.5） 

國井元会員 （S.22.9.15） 

大野順道会員（S.26.9.8） 

渡辺雅浩会員（S.35.9.1） 

◆ゲストスピーチ◆ 
白河 RC 新世代奉仕委員長 阿部 治郎様 

次世代を担う青少年。問

題は多様化し指導する側も

対応できないのが現実。日

本の将来を鑑みると不安だ

らけ。一言でいえば規範意

識の欠如と、将来に対する

目的意識が希薄なのかもしれない。加えて社会への

参加意識が低い。RC の重要事項である青少年問題、

新世代への取り組み方を根本的に変えていかなけれ

ばならない。新世代のための月間である 9 月、ロー

タリアンはプログラムに沿って、青少年に対して、

愛情を注ぎながら支援する大事な時期であることを

考えてほしい。 

 
―編集後記―  

お盆休みにカンボジアの孤児院を訪ねました。 

タクシードライバーに対する私のリクエストは、非

NGO であって、個人経営の小規模孤児院。 

 面会した院長さんに対し来訪の目的を告げ、孤児

と施設の実態をインタビュー。その中でも印象深か

ったコメントは「海外からの送金された援助金は、

ほとんどが政府官僚のポケットマネーになってしま

う。」 
 直接現地入りし、実態を把握し、行動することの

意義を感じた旅でした。 
（さとう） 


